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2.  主旨

　地球温暖化問題やエネルギー資源枯渇への対策としての持続的エネルギー需給の実現、東日本大震災後の我

が国のエネルギー需給に関する様々な議論が行われる中、従来型の大容量集中発電と再生可能エネルギー等の

分散型電源、さらには蓄電池や電気自動車などの需要端の電力貯蔵機能などの新しい需給技術要素を取り入れ

た、将来のエネルギー需給に関する検討、研究のニーズが高まっている。

　出力の変動する風力、太陽光発電の導入の大量導入が先行した欧州では、電力システムの需給調整力確保の

課題が顕在化し、将来の「スマートグリッド」に加え、既存および新設可能な火力、水力、揚水の最大活用、

電力システムの運用を含めた総合的な対応策の検討が行われている。我が国でも複数の電力システムの一体運

用による再生可能エネルギー発電の導入量拡大の検討も行われている。

　本研究会では、需要、供給の新しい技術要素、集中システムと分散システムの協調、再生可能エネルギーの

出力変動特性、安定供給、経済性、環境性、安全性などの指標のもとでのエネルギー需給のベストミックスな

どをキーワードに、日本を中心とした新しいエネルギー需給システムの運用・設備形成の両面を、シミュレーシ

ョン解析を含めて具体的に議論・検討する活動を進めていきます。欧米における先進事例や国内外の研究状況に

関する情報を共有し、我が国における新しいエネルギー需給システムの在り方について議論を深めたいと思い

ます。

3．その他

年　会　費：40万円（賛助員の場合）（賛助員入会の場合は別途に賛助会費１口10万円）

定　　　 員：特になし

運 営 方 法：３、４か月に１回程度研究会を開催する。関連分野の研究者・企業関係者からの講演並びに意見交
　　　　　　 換会を行う。

1. 代表幹事
　 荻本和彦（東京大学 生産技術研究所
　　　　　　 エネルギー工学連携研究センター 特任教授）
　 幹事
　 岩船由美子（東京大学 生産技術研究所
　　　　　　　 エネルギー工学連携研究センター 特任教授）
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